
日本の農業の置かれている環境は、今後大きな
変換期を迎える感があります。農業資材としての農
薬の出荷額は日本では減少傾向にありますが、世
界に目を向ければ、逆に増加傾向です。人口増加
が予想されている海外と少子化による人口減少が
叫ばれている日本の違いかもしれません。

農薬は科学的に効果や安全性が調べられて、国
の登録を取得しています。しかし、不適切な使用
により、適用の無い作物から農薬が検出され、結
果的に作物が大量に廃棄処分となるなど、不注意
がもたらす事故がゼロにはなっていない状況です。

今年、欧州委員会で特定の農薬がミツバチに対
し影響を与えるとされ、ミツバチが訪花する可能性
のある作物への使用制限が決まりました。この決定
には科学的根拠が不十分という反論が出ています。
欧米では巣に女王や幼虫を残したままミツバチの
働き蜂が突然いなくなる蜂群崩壊症候群（CCD）が
知られ、その原因となる説は報告されていますが、
結論には至っていません。

日本でも農薬とミツバチの関係では、時々科学的
とは言えない研究結果をそのまま鵜呑みにした報
道がなされます。日本では欧米で報告されているよ
うな CCDは起きていないというのが農林水産省の
見解です。日本では過去 10年間飼養蜂群数の減少
は起きていないという報告もされており、欧米とは
異なる状況のようです。

日本の農産物は品質で世界に通用するので、今
後農産物の輸出比率が増えることも期待されます。
安定した農業生産高を確保するためには、適正な
農薬使用が不可欠と考えられます。

弊社の農薬の多くは国内で幅広い作物に使用可
能な登録を有しており、海外でも多くの国で登録が
あるため、輸出用作物にも使用しやすくなっていま
す。農産物の質の維持、向上に少しでも弊社農薬
がお役立ていただけることを願っています。

（波多野）
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